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1 はじめに

ディスカッションマイニング [1, 2]は，人間同士の
知識交換の場である会議から，映像・音声情報やテキ

スト情報，メタデータなどの実世界情報を獲得し，そ

れらを半自動的に構造化した会議コンテンツを生成す

る技術である．意味構造化された会議コンテンツから

議論展開の抽出や類似議論の発見などにより，会議を

行うグループの集団知識の活性化が期待される．しか

し会議コンテンツの意味解析には有益な会議コンテン

ツを生成する方法論の確立が必要となる．そこでベー

スとなるのが，会議を構成する意味要素間の関係を明

確にした，会議に関するオントロジー (ディスカッショ
ンオントロジー)が必要となる．
そこで本研究ではディスカッションオントロジー獲

得へ向け，会議コンテンツの生成とメタデータの解析

を行った．会議における議論の中心となる発言に対し

メタデータを中心とした解析を行い，発言の分類なら

びに議論展開の抽出を行うことで，会議に重要な意味

要素の抽出と関係の明確化を目指す．

2 会議コンテンツ生成のためのメタデータ取得

会議支援や議事録作成の研究ではミーティングブラ

ウザ [3]のように映像や音声の自動認識技術を用いる
ことが多い．本研究で用いるディスカッションマイニ

ングシステムでは，複数のカメラとマイクロフォンで

議論の詳細な様子を記録するとともに，会議参加者が

ブラウザベースのツールや，議論の構造化に必要なメ

タデータを入力するデバイスを用いて会議コンテンツ

を生成していく．ディスカッションマイニングシステ

ムのイメージを図 1に示す．
また本研究では発表者が Microsoft PowerPointの
スライドを用いて発表を行い，その内容に対して参加

者が議論を行う会議を対象とする．スライドに含まれ

るテキスト内容やスライドを切り替えるタイミングな

どは発表者が専用ツールを用いることによって自動的
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図 1: ディスカッションマイニングシステム

に記録される．また，会議中の発言は議論札と呼ばれ

る札型のデバイスを用いることで，発言者の IDや「導
入 (Start-up)」「継続 (Follow-up)」という発言の種類，
発言の開始時間，終了時間が入力される．具体的な発

言内容は，書記が専用ツールを用いて記録を行う．ま

た会議参加者はボタンデバイスによって，現在行われ

ている議論に対する自身のスタンスを表明することが

できる．議論の記録は XMLとMPEG-4によるマル
チメディア議事録としてデータベースに記録される．

記録された内容は，Webブラウザを用いて検索・閲覧
が可能となっている．

ディスカッションマイニングでは発言者の発言のタ

イプを議事録構造化の視点から，「導入」と「継続」の

2つに大きく分類する．発言の持つ意味については多
くの議論があるが，議論の構造化とは議論のセグメン

テーションであると考えている．つまり，現在の発言

が直前の発言（あるいはいくつか前の発言）を受けて

なされるものなのか（継続），それとも新しい話題の

起点なのか（導入）が議事録理解に大きな影響を与え

ていると考える．

3 メタデータ解析による発言の分類と議論展開の抽出

3.1 発言の分類

ディスカッションマイニングシステムでは発言に関

するメタデータとして，「発言者」「発言の種類 (導入か
継続か)」「直前の発言の種類」「発言時間」「キーワー
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ドの有無」などの情報が獲得できる．そこで，蓄積さ

れた会議コンテンツの発言に対しメタデータを中心と

した解析を行い分類した．

蓄積された会議コンテンツ数は約 370，発言数は約
14500であった．これらをメタデータの出現頻度を基
に 8つの形式に分類した．出現頻度の高い属性の組み
合わせの例には「発言の種類＝導入，発言者＝発表者

以外の参加者，キーワード＝有，発言時間＝短い」な

どがある．実際の会議コンテンツの発言内容と照合す

ると，主に技術的な質問という意図を含む発言に多く

見られる属性の組であった．分類された形式は，属性

の共通点を考慮することで図 2のように階層的に表現
できる．

3.2 議論展開の抽出

ディスカッションマイニングシステムでは，議論札

によってそれぞれの発言に「導入」「継続」の情報が

付与される．議論は導入発言から始まり，その発言に

対して議論が継続されるなら継続発言が続いていく．

この 1つの導入発言とそれに付随する複数の継続発言
をまとめて議論セグメントと呼び議論の単位とする．

それぞれの議論セグメントに含まれる発言に対し，

付与されたメタデータを基に前述した 8つの形式に分
類する．これによって議論セグメントにおいてどのよ

うな形式の発言が連続するかという議論展開を抽出す

ることができる (図 2)．
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図 2: 議論展開の抽出

3.3 議論展開の利用

前節のようにして抽出された議論展開から，任意の

議論間の類似性や差分を発見することができる．抽出

した議論展開の比較（パターンマッチ）から類似する

展開を持つ議論の発見を行ったり，同内容の議論の展

開比較を行うことで議論差分を発見したりすることが

できる．

抽出された議論展開は，議論の特徴とすることがで

きる．これによって議論の文法を定義することができ

ると考えられ，また議論要約や一つの議事録の要約も

行うことができる．例えば，質問とそれに対する回答

が繰り返される，という議論パターンの場合は，質問

→回答→質問→回答の繰り返し，という議論展開とな

る．ここに含まれる繰り返しパターンを省略すること

により議論の要約が可能となる．

本研究では議論における発言形式の分類や，発言の

形式を中心とした議論展開の抽出を行った．メタデー

タの解析によって，会議の構成要素の重要性が明確に

なり，会議コンテンツ作成ならびに利用において必要

な情報の取捨選択が可能になる．さらには会議コンテ

ンツを構成する要素間の意味関係が明確になり，ディ

スカッションオントロジーを構築することが可能にな

るだろう．また，従来行われてきたテキスト処理によ

るキーワードを中心とした議論からの知識発見技術と

併せることによって，内容・形式に基づいた効果的な

会議議論からの知識発見支援が期待される．

4 まとめと今後の課題

本論文では，蓄積された会議に関する情報から会議

の構成要素である発言の意味関係を明確にするディス

カッションオントロジー構築へ向けたアプローチとし

て，会議コンテンツの生成とメタデータの解析を行い，

議論展開抽出や類似議論発見の手法について述べた．

今後の課題として以下のことがあげられる．

• ディスカッションオントロジーにおける会議音声・
映像の意味付け

• 類似するテーマや議論を持つディスカッション・
グループの発見支援のための議事録公開環境の

整備
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